
記者発表資料

平成 24 年 3 月 21 日

青森河川国道事務所

事故ゼロプラン進行中！
～青森県内の国道における交通事故対策の進捗について～

国土交通省青森河川国道事務所では、限られた予算の中で交通事故対

策への投資効率を最大限高めるため、「事故ゼロプラン」を平成 22 年 12
月に策定し、交通事故対策を進めております。

「事故ゼロプラン」では、事故データや地域の声などに基づき、「青

森県道路交通環境安全推進連絡会議」委員、アドバイザーのご意見を踏

まえ、交通事故対策を優先的に進める事故危険区間を 50 区間から 54 区

間に見直しました。今後も事故原因に即した効果の高い対策について、

準備が整った区間から進めてまいります。

■事故ゼロプラン(事故危険区間重点解消作戦)とは

青森県内の国道の事故対策については、事故の危

険性が高い区間などを「事故危険区間」として選定

し、県民の皆さまにも交通事故が起こりやすい危険

な箇所としての認識を持っていただきながら、急ぐ

べきところから優先的に、事故原因に即した効果の

高い対策を実施して参ります。また、実施にあたっ

ては、マネジメントサイクル（右図）に基づき、情

報を公表し意見を伺いながら、継続的に進めて参りま

す。

＜発表記者会：青森県政記者会・建設関係専門紙・津軽新報社＞

＜問い合わせ先＞

国土交通省 東北地方整備局

青森河川国道事務所 交通対策課 課長 長崎 有司

（TEL：017-734-4575）



整備前▲ 整備前▲ 

整備後▲ 整備後▲ 

①歩道利用者及びドライバーの大半
　 が安全性の向上を実感
　 （安心して通れるようになった）
②小学校児童の安全な通学を確保
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人対車両事故が多発！ 

正面衝突事故が多発！ 

出典 ： H22 交通事故統計年報、 道路統計年報 2011、 H19 ～ 22 交通事故統合データベースより算出 

平成 24 年 3 月作成 

国道 45 号階上町役場前交差点 国道 104 号田面木歩道整備 
（死傷事故が多発する危険区間の対策） 

対策前の問題点 対策前の問題点 

①朝の渋滞長が半減 （160m→79m）
②多発していた追突事故が大きく減少 （2.4 件→0.5 件）
③バスの走行に対する満足度が向上
　 （渋滞がなくなった！）

 

対策の内容 
（歩道整備） 

対策の効果 対策の効果 

対策の内容 
（交差点改良） 
直進車の阻害を改

善するため右折ポ

ケットを設置 

両側に 2.5m

以上の歩道を

整備 

■渋滞長

　　対策前 (H21.7 月 ) 160ｍ → 対策後 (H23.4 月 ) 79ｍ

■死傷事故件数

　　対策前 (H17 ～ 21) 2.4 件 / 年 → 対策後 (H22 ～ 23) 0.5 件 / 年

■バス乗務員の声

　　６割が交差点改良に満足

　　理由 ： 渋滞がなくなった （50％）、 通りやすくなった （33％）

　※南部バス株式会社へのアンケート調査 （H23）

■歩道利用者

　　圧迫感を感じなくなった （78％）

■ドライバー

　　車道を横断する歩行者や自転車が減少した

　　（93％）

■小学校児童

　　安心して通れるようになった （93％）

※住民アンケート調査 （H24.1 月）

○右折待ちによる朝の渋滞が発生 

○渋滞等に起因する追突事故が多く発生 

○学校や公共施設が隣接する住宅区域で 

　 あるが、 狭い歩道が片側にしかなかった 

用地買収が不要！ （Ｈ１９～２２） 

（道路構造に問題を抱える危険区間の対策） 

0.75m 
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15% 

1.5% 

道路敷の有効利用！ 安全に通行可能！ 

Check　① Check　② 



安全推進連絡会議　　　　 　　　
において４区間を追加決定　　　　 　　　

これら事故危険区間は、 事故が多発したり、
構造上の問題を抱えている区間です。 

今後重点的に交通事故対策を進めますが、
ご通行の際には、 十分ご注意ください！ 

54 

十和田市米田一本松～米田雨溜 

十和田市洞内長根～洞内長田 

平川市碇ヶ関古懸向安田～大鰐町唐牛上ミ田表（古懸交差点）

青森市三内～安田 

※青丸 追加区間

※青字 追加区間

54 

182

H22.12.16

H24.2.10

H24.10.20

選定した事故危険区間の

PDCA を実施します。



事故ゼロプランの進捗状況

• ＜Plan＞ 事故ゼロプラン対策箇所の追加 ：NO.1９ 平川市古懸交差点他３箇所を追加

• ＜Do＞ 事故ゼロプランの着手箇所 ：No.４０ おいらせ町神明前交差点ほか全８箇所で着手

• ＜Check＞ （参考）階上町役場前交差点 ：改良後の整備効果

• ＜Action＞ 事故対策後の必要性検証 ：現時点で検証箇所なし

▲ 位置図

No.40 国道45号
おいらせ町神明前交差点

（参考）国道45号
階上町役場前交差点

Plan関連（4箇所追加）

Do関連（9箇所）

Check関連（0箇所） ※参考

Action関連（0箇所）

No.28 国道7号
青森市大字三内～大字安田

No.1 国道4号
三戸町梅内板沢～梅内蕨久保

No.19  国道７号

平川市古懸交差点

No.9 国道4号
野辺地町松ノ木～二十平

No.2 国道4号
十和田市米田一本松
～米田雨溜

No.5 国道4号
十和田市洞内長根～
洞内長田

No.23 国道7号
青森市沢田交差点

No.27 国道7号
青森市古川交差点

No.30 国道7号
青森市中央IC入口交差点

No.29 国道7号
青森市県立図書館前交差点

No.44 国道101号
青森市浪岡大字徳才子山本～
五所川原市福山広富

No.52 国道45号
南部町苫米地白山堂～
神明下河原



断面図
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右折ポケット
（上り線）
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※植樹帯撤去

赤字が変更箇所
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対策前（最大値）
H21.7.1(7:30～7:40)

対策後（最大値）
H23.4.22(8:00～8:10)

ピーク時渋滞長

ｍ
ピーク時渋滞長が半減！
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国道45号 階上町役場前交差点 ～交差点改良の効果～

対策前 対策後
H22.3

・右折待ち車両により後続車の滞留が発生
・滞留が起因となる追突事故が発生

・右折車と直進・左折車の分離による滞留の緩和
・滞留の緩和により追突事故の危険性低下
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写真③
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右折ポケット

右折ポケット 植樹帯撤去
写真②

写真④
植樹帯撤去

断面図
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交差点改良の内容

交差点改良による効果

右折待ち車両によって
後続車が滞留

対策前 対策後

後続車がスムーズに通過し
後続車の滞留が解消

対策後は、右折待ち車両による後続車の滞留が解消された。

写真③ 写真④

八戸側（上り線）流入部において、ピーク時の滞留長は半減
（160m→79m）した。

ピーク時滞留長
が半減！

写真②写真①
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